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球

磨

村

く

ま

む
ら

（役 場）

一 
 

概

況

二 
 

村
名
の
由
来

 
 

昭
和
の
合
併
時
の
三
か
村
の
住
民
は
、
球
磨
川
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
き

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
従
っ
て
新
村
住
民
の
日
常
生
活
か
ら
球
磨
川
を
切
り
離
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
球
磨
川
の
電
源
開
発
な
ど
に
よ
り
新
村
の
産
業
の
発

　

熊
本
県
の
南
部
、
九
州
第
二
の
河
川
球
磨
川
中
流
部
北
岸
及
び
南
岸
に
沿
っ
て
位
置
し
、
東

は
人
吉
市
及
び
山
江
村
、
西
は
芦
北
町
、
南
は
水
俣
市
及
び
鹿
児
島
県
伊
佐
市
に
接
し
、
南
北

二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
四
、
二
四
九
（
平
成
二
二
年
国

勢
調
査
）、
総
面
積
約
二
〇
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
村
で
あ
る
。

 
 

村
の
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
は
山
林
で
占
め
ら
れ
、
村
全
体
が
山
岳
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
村
の

中
央
を
東
か
ら
西
へ
流
れ
る
球
磨
川
に
よ
り
地
域
を
大
き
く
二
分
さ
れ
、
南
に
国
見
山
（
九
六

九
メ
ー
ト
ル
）、
北
に
白
岩
山
（
一
、
〇
〇
二
メ
ー
ト
ル
）
の
高
峰
峻
嶺
に
擁
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら

の
山
岳
を
縫
っ
て
小
川
や
那
良
川
、
芋
川
な
ど
大
小
無
数
の
川
が
球
磨
川
に
注
い
で
い
る
。

 
 

地
域
産
業
の
主
な
も
の
は
農
林
業
で
あ
る
。
山
村
特
有
の
形
態
か
ら
耕
地
は
多
く
な
い
が
、

そ
の
中
で
米
作
、
梨
、
ハ
ウ
ス
メ
ロ
ン
、
栗
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。
山
林
に
つ
い
て
は
、
杉
、

檜
の
素
材
生
産
が
中
心
で
あ
る
。

 
 

交
通
機
関
と
し
て
は
、
球
磨
川
に
沿
っ
て
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
及
び
国
道
二
一
九
号
が
走
り
、
鉄
道

に
は
球
泉
洞
（
大
坂
間
）、
一
勝
地
、
那
良
口
、
渡
の
各
駅
を
有
し
、
国
道
に
は
定
期
バ
ス
が
運

行
さ
れ
て
い
る
。

 
 

名
所
旧
跡
と
し
て
は
、
渡
城
址
及
び
高
沢
鍾
乳
洞
な
ど
が
あ
る
。
渡
城
址
は
球
磨
川
畔
に
位

置
し
た
自
然
の
要
害
で
、
往
時
球
磨
の
関
門
と
し
て
、
相
良
藩
士
井
口
氏
代
々
の
居
城
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
沢
鍾
乳
洞
は
、
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
も
あ
り
、
洞
内
に
は
石
筍
が
至
る
所
に
点
在
し
一
大
偉
観
を
な
し
て
い
る
。
昭
和
五
〇
年
に

開
洞
さ
れ
た
球
泉
洞
、
森
林
館
な
ど
は
、
多
く
の
来
訪
者
に
自
然
の
豊
か
さ
を
十
分
満
喫
さ
せ

て
く
れ
る
憩
い
の
地
で
あ
る
。
一
勝
地
温
泉
「
か
わ
せ
み
」
は
、
美
し
い
棚
田
と
芋
川
を
見
下

ろ
す
豊
か
な
緑
の
中
に
建
ち
、
宿
泊
施
設
や
多
目
的
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
石
の
交
流
館
「
や

ま
な
み
」
も
併
設
し
て
い
る
。
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展
も
一
層
期
待
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
昭
和
の
合
併
時
に
、
球
磨
川
の
「
球
磨
」
を

と
っ
て
新
村
名
と
し
た
。

 
 

本
地
域
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
三
月
の
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
、
人
吉
・

下
球
磨
地
域
六
市
町
村
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
。

 
 

球
磨
村
は
、
平
成
一
四
年
一
二
月
、
六
市
町
村
で
の
任
意
協
議
会
に
参
加
し
た
が
、
法
定
協

議
会
移
行
に
つ
い
て
は
、
住
民
へ
の
周
知
不
足
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
理

由
か
ら
村
議
会
は
移
行
見
送
り
の
方
針
で
固
ま
り
、
村
執
行
部
も
法
定
協
議
会
へ
の
参
加
見
送

り
を
決
め
た
。

 
 

そ
の
後
、
合
併
特
例
法
の
期
限
内
に
、
球
磨
村
と
周
辺
市
町
村
の
合
併
検
討
が
具
体
化
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
第
二
編
「
人
吉
・
球
磨
地
域
」
参
照
）

 
 

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
庄
屋
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た
が
、
同
年
八
月
、
庄
屋

は
里
正
に
変
わ
り
、
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
人
吉
県
に
入
っ
た
。
七
年
の
大
小
区
制
の
大

改
正
で
第
一
四
大
区
第
二
小
区
に
属
し
、
万
江
、
林
、
薩
摩
瀬
、
原
田
、
中
神
の
五
か
村
と

と
も
に
一
小
区
を
な
し
た
。
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
伴
い
、
渡
村
は
単
独
で

一
行
政
区
域
と
な
り
、
一
七
年
に
は
原
田
、
中
神
両
村
と
同
一
行
政
区
域
と
し
て
同
一
戸
長

役
場
の
下
に
お
か
れ
た
が
、
二
二
年
、
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
単
独
で
渡
村
と
な
っ
た
。

 
 

本
村
の
地
域
は
、
昔
大
牟
田
谷
村
、
松
谷
村
、
毎
床
谷
村
、
一
勝
地
（
一
升
地
）
谷
村
に

分
か
れ
て
い
た
が
、
徳
川
中
期
に
至
り
、
三
ケ
浦
、
一
勝
地
の
二
か
村
と
な
っ
た
。
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
に
三
ケ
浦
村
は
一
勝
地
村
に
合
併
さ
れ
、
同
六
年
神
瀬
村
大
瀬
は
一
勝
地

に
合
併
さ
れ
た
。
明
治
七
年
の
改
正
大
小
区
制
の
も
と
で
は
、
一
勝
地
、
神
瀬
の
二
か
村
が

第
一
四
大
区
第
一
小
区
に
属
し
、
戸
長
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
三
ケ
浦
、
大
瀬
は

一
勝
地
か
ら
分
村
し
た
。
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
一
勝
地
村
お
よ
び

三
ケ
浦
村
を
一
行
政
区
域
と
し
て
戸
長
役
場
が
設
け
ら
れ
た
。
二
二
年
、
町
村
制
施
行
に
伴

な
い
こ
の
両
村
が
合
併
し
て
一
勝
地
村
と
な
っ
た
。

 
 

相
良
藩
の
下
に
あ
っ
た
本
村
の
地
域
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
り

人
吉
県
に
属
し
た
が
、
す
ぐ
に
八
代
県
に
合
併
さ
れ
、
さ
ら
に
白
川
県
に
編
入
さ
れ
た
。
七

年
の
大
小
区
制
で
は
第
一
四
大
区
第
一
小
区
に
編
入
さ
れ
、
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の

施
行
に
よ
り
神
瀬
村
、
大
瀬
村
は
、
一
行
政
区
域
と
し
て
戸
長
役
場
が
置
か
れ
て
い
た
が
、

二
二
年
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
と
、
こ
の
両
村
は
合
併
し
て
神
瀬
村
と
な
っ
た
。

 
 

渡
、
一
勝
地
、
神
瀬
三
か
村
の
合
併
は
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
当
初
か
ら
関
係
村
議

会
内
に
お
い
て
た
び
た
び
論
議
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年
九
月
、
町
村
合
併
促
進
法
が
制
定
さ
れ

る
に
お
よ
び
、
そ
の
気
運
は
一
段
と
高
ま
っ
た
。
翌
一
〇
月
、
渡
、
一
勝
地
、
神
瀬
三
か
村
合

併
調
査
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
合
併
に
つ
い
て
の
基
礎
的
調
査
を
行
な
う
と
と
も
に
、
調
査
委

員
を
交
え
て
の
部
落
会
を
開
き
、
合
併
に
つ
い
て
懇
談
を
行
な
っ
た
結
果
、
住
民
の
世
論
は
合

併
賛
成
に
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

（
三
） 

 

神
瀬
村

（
二
） 

 

一
勝
地
村

（
一
） 

 

渡 

村

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

三 
 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま
で

終

戦

時

渡

村

一

勝

地

村

神

瀬

村

球

磨

村

球

磨

村

（
明
二
九
・
四
・
一
新
設
）

渡

村

一
勝
地
村

三
ケ
浦
村

大

瀬

村

神

瀬

村

一

勝

地

村

一

勝

地

村

神

瀬

村

神

瀬

村

渡

村

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）
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同
年
一
二
月
に
は
、
合
併
調
査
委
員
会
を
合
併
促
進
協
議
会
に
切
り
か
え
、
合
併
条
件
、
新

村
の
建
設
計
画
等
を
審
議
し
、
翌
二
九
年
一
月
に
至
り
、
渡
村
は
二
六
日
、
一
勝
地
村
は
二
四

日
、
神
瀬
村
は
二
三
日
そ
れ
ぞ
れ
村
議
会
を
開
き
、
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
球
磨
村
を

置
く
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
議
決
し
た
。 

三
か
村
合
併
は
、
町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
、
球
磨
郡
で
行
わ
れ
た
町
村
合
併
の
最
初
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
整
っ
て
い
た
。 

（
一
） 

三
か
村
は
、
九
州
山
脈
の
支
脈
と
球
磨
川
が
横
断
す
る
急
峻
な
山
地
に
位
置
し
、
面

積
は
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
な
い
し
九
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
が
、
そ
の
八
六
パ
ー
セ
ン
ト

が
山
林
で
、
耕
地
は
総
面
積
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
な
い
純
山
村
で
あ
り
、
互
い
に

共
通
点
が
あ
っ
た
。 

（
二
） 

三
か
村
と
も
相
良
藩
に
属
し
、
地
縁
的
に
住
民
の
人
情
、
風
俗
、
習
慣
等
生
活
環
境

を
全
く
ひ
と
つ
に
し
て
い
た
。 

（
三
） 

三
か
村
は
山
岳
地
帯
で
あ
る
た
め
住
民
の
所
得
も
工
業
地
帯
や
農
耕
地
帯
に
く
ら
べ

て
低
い
う
え
に
、
三
か
村
の
総
面
積
は
二
〇
七
・
七
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大
な

土
地
を
か
か
え
、
土
木
事
業
に
し
ろ
教
育
に
し
ろ
、
行
政
費
の
負
担
は
平
坦
地
に
比
し
て
大

き
い
。 

（
四
） 

各
村
の
財
政
は
貧
弱
で
、
国
に
依
存
し
な
い
と
行
財
政
の
運
営
が
困
難
で
あ
る
。 

以
上
各
村
と
も
合
併
し
な
け
れ
ば
村
の
経
営
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
合
併
に
よ

り
村
の
開
発
と
将
来
の
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
合
併
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

 

３ 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項 

（
一
） 

合
併
の
形
式 

 

渡
村
、
一
勝
地
村
、
神
瀬
村
三
か
村
を
合
体
合
併
す
る
。 

（
二
） 

新
村
名 

 

村
名
は
「
球
磨
村
」
と
す
る
。 

（
三
） 

役
場
位
置 

役
場
は
、
現
一
勝
地
村
と
し
、
昭
和
三
〇
年
度
に
お
い
て
新
築
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
、
現
一
勝
地
村
役
場
を
利
用
す
る
。 

（
四
） 

実
施
の
時
期 

 

昭
和
二
九
年
四
月
一
日 

（
五
） 

役
場
支
所 

１ 

現
渡
村
役
場
お
よ
び
現
神
瀬
村
役
場
に
支
所
を
置
く
。 

２ 

支
所
に
は
吏
員
各
二
人
を
配
し
、
次
の
事
務
を
行
な
う
。 

ア 

戸
籍
に
関
す
る
事
務 

イ 

配
給
に
関
す
る
事
務 

ウ 

村
税
そ
の
他
の
納
入
に
関
す
る
事
務 

（
六
） 

選 

挙 

１ 

議
会
議
員
の
選
挙 

ア 

議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
町
村
合
併
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
な
い
。 

イ 

議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
行
な
わ
れ
る
選
挙
に
限
り
現
村
を
区
域
と

す
る
選
挙
区
を
設
け
る
。 

ウ 

選
挙
区
の
定
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
（
地
方
自
治
法
第
九
一
条
第
二
項
に
よ
り

議
員
定
数
を
減
少
す
る
。
） 

渡
村 

地 

区 
 
 

六
人 

一
勝
地
村
地
区 

 
 

八
人 

神
瀬
村
地 

区 
 
 

六
人 

計 
 

 
 

 

二
〇
人 

２ 

教
育
委
員
の
選
挙 

教
育
委
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
行
な
わ
れ
る
選
挙
に
限
り
、
現
村
を
区
域
と

す
る
選
挙
区
を
設
け
る
。 

渡 

村 

地
区 

 
 

一
人 

一
勝
地
村
地
区 

 
 

二
人 

神
瀬
村
地
区 

 
 
 

一
人 

計 
 

 
 

 
 

四
人 

（
七
） 

助
役
の
定
数 

 

一
人 

（
八
） 

職
員
の
処
置 

吏
員
は
、
三
役
を
の
ぞ
き
全
員
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
希
望
退
職
者
に
つ
い

て
は
、
別
途
退
職
手
当
支
給
条
例
に
よ
り
各
合
併
関
係
村
に
お
い
て
退
職
金
を
支
給
す
る
。 

（
九
） 

財
産
お
よ
び
負
債 

１ 

各
村
村
有
財
産
は
、
無
条
件
で
新
村
に
提
供
す
る
。 

２ 

現
渡
村
お
よ
び
現
神
瀬
村
に
お
い
て
境
目
国
有
林
の
払
い
下
げ
を
受
け
る
。 

３ 

現
渡
村
に
お
い
て
官
行
造
林
八
〇
町
歩
の
払
い
下
げ
を
受
け
る
。 

４ 

現
一
勝
地
村
に
お
い
て
一
五
五
町
歩
の
国
有
林
の
払
い
下
げ
を
受
け
る
。 

−1264−−1265−
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５ 
 

現
一
勝
地
地
区
部
落
有
財
産
統
一
条
件
に
よ
る
二
分
の
分
収
権
は
認
め
る
。

６ 
 

現
一
勝
地
発
電
所
の
保
証
債
務
を
認
め
る
。

７ 
 

現
渡
村
中
央
土
地
改
良
区
の
保
証
債
務
を
認
め
る
。

８ 
 

昭
和
二
六
年
村
有
林
鍋
割
山
購
入
費
四
五
〇
万
円
（
利
子
を
含
む
。）
は
現
神
瀬
村
に
お

い
て
返
済
す
る
。

 
 

９ 
 

各
村
の
青
年
団
林
、
学
校
林
の
保
持
を
認
め
る
。

 
 
 
 
 
 

一
勝
地

五
五
町

神

瀬

一
〇
町

渡

一
〇
町

 
 
 
 
 
 

部
落
の
部
分
林
を
設
定
す
る
。

 
 
 
 
 
 

村
有
林
三
〇
〇
町
以
内
に
つ
い
て
認
め
る
。

（
一
〇
）
消
防

 
 

１ 
 

消
防
団
は
、
統
合
の
う
え
次
の
編
成
を
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団

長 
 
 
 

一
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
団
長 

 
 
 

三
人
（
各
地
区
よ
り
一
人
ず
つ
と
す
る
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
団
長 

 

一
九
人
（
各
村
の
区
域
の
分
団
長
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。）

 
 

２ 
 

消
防
団
組
織

（
一
一
）
各
種
組
合

 
 

１ 
 

森
林
組
合
に
つ
い
て
は
、
合
併
と
同
時
に
統
合
す
る
。

 
 

２ 
 

農
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
九
年
度
内
に
統
合
す
る
。

（
一
二
）
農
業
委
員
会

 
 
 
 

農
業
委
員
会
は
、
次
回
改
選
期
ま
で
現
在
の
ま
ま
各
地
区
に
存
置
す
る
。

（
一
三
）
国
民
健
康
保
険
の
統
合

 
 
 
 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
合
併
と
同
時
に
統
合
す
る
。

 
 

現
一
勝
地
診
療
所
お
よ
び
現
神
瀬
診
療
所
は
、
現
在
の
ま
ま
維
持
し
、
内
容
の
整
備
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
現
渡
村
に
診
療
所
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

各
村
に
お
け
る
土
木
そ
の
他
各
種
の
継
続
事
業
お
よ
び
既
定
計
画
事
業
は
、
新
村
に
お
い

て
継
続
し
て
行
な
う
。

 
 

新
計
画
事
業
の
明
細
に
つ
い
て
は
、
別
紙
計
画
書
（
略
）
に
よ
る
。

 
 

な
お
、
五
か
年
計
画
に
含
ま
れ
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
措
置
を
講
じ
、
逐
次
行

な
う
も
の
と
す
る
。

（
一
五
）
事
業

（
一
四
）
診
療
所

５ 
 

合
併
時
の
関
係
村
の
現
況
表

４ 
 

合
併
村
の
三
役
と
正
副
議
長

１０

消
防
団
長
（
一
）

　

副
団
長
（
三
）

本
部
（
新
村
役
場
所
在
地
に
置
く
。）

自
第

一
分
団

至
第

六
分
団

自
第

七
分
団

至
第
一
三
分
団

自
第
一
四
分
団

至
第
一
九
分
団

（
渡

地

区
）

（
一
勝
地
地
区
）

（
神
瀬
地
区
）

長

助

役

収

入

役

議

長

副

議

長

村

名

渡

村

一
勝
地
村

神

瀬

村

浦
野

晋

柳
詰

馬
蔵

仮
屋

猪
熊

大
島

秀
人

蔵
谷

袈
男

伊
津
野　

定

松
舟

辰
男

箙
瀬

忠
房

富
永

泉

松
舟

静

高
沢

福
蔵

富
士
岡
三
秀

橋
詰

寅
正

沢
見
善
太
郎

区

分

都
市
的

業

態

人
人

人
戸人

平
方
粁

商

工

業

そ

の

他

計

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

一
、
九
六
五

一
、
四
九
六

二
〇
七
・
六
七

四
六
九

二
、
一
八
二

一
二
、
七
二
〇

五
四
八

四
〇
七

四
八
・
二
一

一
四
一

六
一
六

三
、
六
八
七

八
〇
三

五
七
四

九
二
・
九
四

二
二
九

九
八
六

五
、
三
七
六

六
一
四

五
一
五

六
六
・
五
二

九
九

五
八
〇

三
、
六
五
七

球

磨

村

渡

村

一
勝
地
村

神

瀬

村

合

併

村
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そ
の
他

の
業
態

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円 人人人

そ

の

他

計

農

業

官

公

署

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、工
場
、事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上)

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

の
割
合

二
七
二
、
六
五
九

一
七
一
、
五
九
二

八
六
、
二
六
七

一
四
、
八
〇
〇

―

七
四
、
五
八
〇

九
、
四
五
八

二
、
七
六
六

七
、
八
六
五

―

三
一
三

一
〇
、
七
五
五

三
、
八
九
三

六
、
八
六
二

九
一
、
七
〇
九

四
九
、
七
九
二

四
一
、
九
一
七

― ―
一
七
、
九
一
八

二
、
五
四
六

四
三
〇

一
、
七
八
六

―

一四

三
、
一
三
九

六
一
三

二
、
五
二
六

一
四
一
、
七
五
〇

一
〇
三
、
六
〇
〇

三
三
、
三
五
〇

四
、
八
〇
〇

―

四
八
、
七
一
八

四
、
四
三
五

四
、
七
三
二

一
、
七
九
四

―

一六

四
、
五
七
三

三
、
一
〇
〇

一
、
四
七
三

一
、
八
〇
七

三
九
、
二
〇
〇

一
八
、
二
〇
〇

一
一
、
〇
〇
〇

一
〇
、
〇
〇
〇

―

七
、
九
四
四

二
、
四
七
七

五
四
二

一
、
三
四
七

―

一三

三
、
〇
四
三

一
、
二
三
六
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